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平成１７年１１月７日 

各 位 

会 社 名     沢 井 製 薬 株 式 会 社              
代表者名 代表取締役社長 澤井 弘行 
（コード番号 ４５５５ 東証第一部） 
問合せ先 常務取締役管理本部長 

 兼経営効率部長 佐藤 博之 
（TEL. ０６－６９２８－７０７１） 

中間業績予想ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年５月１３日の前期決算発表時に公表した平

成１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の中間業績予想ならび

に通期業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
記 

１．平成１８年３月期中間連結業績予想の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 
                                （単位：百万円、％） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
 前回発表予想        （Ａ）  １２，５８０  １，３７０  ５９０ 
 今回修正予想        （Ｂ）  １２，４９０  １，８１５  ９０８ 
 増 減 額        （Ｂ－Ａ）  △   ９０        ４４５     ３１８ 
 増 減 率          △  ０．７      ３２．５    ５３．９ 
（ご参考）前中間期実績  １１，１９２      ４８１       ６１ 

 
２．平成１８年３月期の中間単体業績予想の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 
                                 （単位：百万円、％） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
 前回発表予想        （Ａ）  １２，１５０  １，０６０  ３００ 
 今回修正予想        （Ｂ）  １２，３６２  １，４８４  ４１３ 
 増 減 額        （Ｂ－Ａ）     ２１２     ４２４        １１３ 
 増 減 率            １．７    ４０．０      ３７．７ 
（ご参考）前中間期実績  １１，０５１     ４３３      ４７ 

 
３．平成１８年３月期連結業績予想の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
 前回発表予想        （Ａ）  ２６，１００  ３，３００  ２，２８０ 
 今回修正予想        （Ｂ）  ２６，０００  ３，３００  ２，３４０ 
 増 減 額        （Ｂ－Ａ） △  １００       ０      ６０ 
 増 減 率          △  ０．４        ―     ２．６ 
（ご参考）前期実績  ２３，２７７    １，８８３ △  ３４９ 
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４．平成１８年３月期単体業績予想の修正（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
                                 （単位：百万円、％） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
 前回発表予想        （Ａ）  ２５，４００  ２，６８０  １，８００ 
 今回修正予想        （Ｂ）  ２５，８００  ２，７００  １，６９０ 
 増 減 額        （Ｂ－Ａ） ４００     ２０  △  １１０ 
 増 減 率              １．６    ０．７  △  ６．１ 
（ご参考）前期実績  ２２，９２７    １，８１８ △  ３１１ 

 
５．修正の理由 

（１）中間期の修正について 
本年７月売出しの新製品の売行きは予想対比今一つの現状ながら、ジェネリック医薬品

使用促進の流れのなか、市場拡大につれて売上高はほぼ計画どおりに推移、一方、利益面

では、工場操業度アップ等による製造原価率の低下に伴い売上総利益率が大幅に改善した

うえ、試験研究費を中心に販売費及び一般管理費も予定額を下回り、連結・単体とも当初

業績予想対比で増益となる見込みであります。 
（２）通期の修正について 

当面は売上、利益とも順調な推移を見込んでいますが、①売上面では、来年４月実施予

定の医療保険制度改革の成行きや薬価改正前の需要家の買控え予想等の不確定要因も多い

こと、②利益面でも、ジェネリック医薬品使用促進を謳う好機として広告宣伝活動を積極

的に展開する予定である等経費増が見込まれること、③減損処理に伴う税効果の見直し（単

体のみ）等を折り込んだうえ、上記としました。 

以 上 


